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のうぎょうとのうぎょうと
農業委員会農業委員会
第29号第29号

■
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
中
央
農
業

　

試
験
場
岩
見
沢
試
験
地
〔
岩
見
沢
市
〕

　

こ
の
試
験
地
で
は
、
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
大
な
農
地
で
水
稲
の
品
種
改
良
と
水

稲
か
ら
の
転
換
作
物
で
あ
る
タ
マ
ネ
ギ
や

ト
マ
ト
な
ど
の
栽
培
方
法
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
委
員
は
タ
マ
ネ
ギ
の
直ち
ょ
く
は
ん播

栽
培
に
よ
る
省
力
化
に
つ
い
て
、
栽
培
上

の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
知
識

を
得
て
い
ま
し
た
。

濱本代表（写真前列
中央）らと記念撮影

■
有
限
会
社
濱
本
農
場
〔
江
別
市
〕　

　

水
稲
直
播
栽
培
を
早
く
か
ら
実
践
し
て

い
る
農
場
を
訪
問
し
、
栽
培
上
の
工
夫
や

取
り
組
み
初
期
の
失
敗
談
や
苦
労
話
な
ど

を
聞
き
ま
し
た
。
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た

農
場
の
濱
本
壮
男
代
表
は
試
行
錯
誤
を
し

な
が
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
獲
得
し
栽
培
面
積
を

増
や
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
、
39
歳
の
若

手
な
が
ら
そ
の
熱
意
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

に
参
加
者
は
大
い
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

■
研
修
を
終
え
て　

　

施
肥
の
時
期
や
除
草
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
は
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
創
意
工
夫
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
常
に
栽
培
技
術

の
向
上
を
目
指
す
意
識
の
重
要
性
を
再
認

識
し
、
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

■
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た　

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
地
域
の
農
地
利
用

を
総
点
検
す
る
取
り
組
み
で
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、
違
反
転
用
の

早
期
発
見
な
ど
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
10
月
11
日
と
、
17
日
か
ら
19

日
ま
で
の
４
日
間
、
農
業
委
員
が
手
分
け

し
て
市
内
全
域
の
農
地
を
巡
回
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
税
の
課
税
強
化
と
軽
減

　

勧
告
対
象
と
な
っ
た
遊
休
農
地
は
課
税

が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
農
業
振
興
地
域
内
の
対
象
農
地
の

固
定
資
産
税
評
価
額
が
現
行
の
約
1.8
倍
と

な
り
、
機
構
と
の
協
議
勧
告
が
行
わ
れ
た

後
に
課
税
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

一
方
、
機
構
へ
全
農
地
を
貸
し
出
し
た

場
合
に
は
固
定
資
産
税
が
一
定
期
間
軽
減

さ
れ
ま
す
。
条
件
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

９
月
12
日
、
市
役
所
で
家
族
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
、
計
２
組
の
農
家
が
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
市
農
業
委
員
会
で
は
、
よ
り
良
い
就
労
環
境
作
り
の
た
め
、
家
族
経
営
協
定
の
締

結
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
１
３
０
組
の
家
族
が
協
定
の
も
と
経
営
に
励
ん
で
い
ま
す
。

■
家
族
経
営
協
定
と
は　

　

家
族
農
業
経
営
に
携
わ
る
各
世
帯
員
が
、

意
欲
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
経
営
に
参
画

で
き
る
魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
、

経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
家
族
全
員
が
働

き
や
す
い
就
業
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
家

族
間
で
の
十
分
な
話
し
合
い
に
基
づ
き
、

取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

■
締
結
に
よ
る
制
度
上
の
メ
リ
ッ
ト　

①
夫
婦
な
ど
に
よ
る
認
定
農
業
者
の
認
定

　

の
共
同
申
請

②
農
業
者
年
金
保
険
料
の
国
庫
助
成
（
青

　

色
申
告
を
し
て
い
る
認
定
農
業
者
と
の

　

締
結
で
、
経
営
主
の
配
偶
者
や
後
継
者

　

も
対
象
）

③
農
業
近
代
化
資
金
・
経
営
体
育
成
強
化 

　

資
金
の
貸
し
付
け
（
経
営
の
一
部
に
つ

　

い
て
主
宰
権
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し

　

て
締
結
す
る
と
経
営
主
以
外
の
者
で
も

　

貸
付
対
象
）

④
青
年
就
農
給
付
金
経
営
開
始
型
の
特
例

　

給
付
（
夫
婦
共
に
就
農
す
る
場
合
で
、

　

夫
婦
が
共
同
経
営
者
で
あ
る
こ
と
を
規

　

定
し
て
締
結
す
る
と
夫
婦
合
わ
せ
て
1.5

　

人
分
の
年
間
２
２
５
万
円
を
最
長
５
年

　

間
給
付
）

■
制
度
上
の
メ
リ
ッ
ト
以
外
の
効
果　

①
経
営
理
念
や
経
営
方
針
を
家
族
全
員
で

　

共
有
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
る

　

家
族
全
員
の
経
営
意
識
の
向
上

②
家
族
で
話
し
合
う
機
会
が
増
大
し
た
こ

　

と
に
よ
る
結
束
の
強
化

③
役
割
分
担
や
就
業
規
則
の
取
り
決
め
を

　

通
じ
て
の
経
営
の
合
理
化

④
後
継
者
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
経
営
移
譲

■
協
定
書
の
作
り
方
が
わ
か
ら
な
く
て
も

　

安
心
で
す　

　

市
農
業
委
員
会
で
は
、
協
定
書
の
サ
ン

プ
ル
集
を
準
備
し
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら

家
族
に
合
っ
た
内
容
を
選
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
事
務
局
が
協
定
書
案
作

成
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

9月12日調印式での大久保さん（中央左）と
甲田さん（中央右）（いずれも大沢田地区）

農地パトロール中の農業委員

「
家
族
経
営
協
定
」
を
結
び
ま
し
ょ
う

視
察
研
修
報
告

タマネギの排水設備の説明
を聞く一行（岩見沢試験地）

のうぎょうと農業委員会　第29号

遊
休
農
地
を
解
消
し
ま
し
ょ
う

　

〜
放
置
し
た
ま
ま
だ
と
固
定
資
産
税
の
課
税
が
強
化
さ
れ
ま
す
〜

■
遊
休
農
地
に
該
当
す
る
と
…　

　

農
業
委
員
会
で
は
遊
休
農
地
に
該
当
と

な
っ
た
農
地
の
所
有
者
に
対
し
、
遊
休
農

地
の
活
用
方
法
な
ど
の
意
向
確
認
（
利
用

意
向
調
査
）
を
行
い
ま
す
。
利
用
意
向
調

査
後
、
半
年
以
上
た
っ
て
も
耕
作
を
再
開

し
な
か
っ
た
り
、
解
消
の
意
思
表
示
が
さ

れ
な
い
な
ど
遊
休
農
地
を
放
置
し
て
い
る

場
合
、
農
業
委
員
会
は
農
地
中
間
管
理
機

構
と
協
議
す
べ
き
こ
と
を
所
有
者
に
勧
告

し
ま
す
。

　８月24日から26日までの３日間、北海道岩見沢市ほか
において農業視察研修を実施し、委員６名が参加しました。

浴衣着用で華やかな交流会
「夕涼み婚活」で
４組のカップルが成立！

　７月30日、手づくり村「鯉艸郷」におい
て、市農業後継者対策協議会主催による交
流会第６弾「夕涼み婚活」を開催し、男女
各７人が参加しました。
　今回は市主催の「いつもより素敵な私
へ！魅力ＵＰ講座」とコラボレーション
し、男性は半数が、女性は全員が浴衣着用
による参加となったため、大変華やかな交
流会となりました。初めはバーベキュー、
流しそうめんなどで食事を楽しみながら
徐々に打ち解け、続いての男女で行う共同
作業のゲームによってお互いの心の距離が
縮み、辺りが暗くなってからのほたる観
賞、花火でいよいよカ
ップル成立に向けての
心の準備が整ったよう
でした。
　今後も農業後継者に
とって、素敵なお相手
との出会いの場となる
ような楽しいイベント
を企画していきます。

農業者年金に加入しましょう
■積立方式・確定拠出型の安定した終身年
　金です
　加入者の支払った保険料が将来の自らの
年金給付に使われる積立方式の終身年金で
す。早くに亡くなってしまった場合でも、
掛け損防止のための「80歳保証※」という
仕組みも備えられています。
※仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡した翌
　月から80歳到達月までに受け取れるはずであっ
　た農業者老齢年金の現在価値に相当する額が、
　死亡一時金として遺族に支給されるというもの

■保険料は自由に選択でき、節税効果も期
　待できます
　保険料は加入者自らが月額２万円から
６万７千円までの間で、千円単位で自由に
選択でき、いつでも見直しが可能です。ま
た、保険料の全額が、所得税・住民税の
「社会保険料控除」の対象になります。
■農業者年金の加入要件
　（①～③すべてを満たす必要あり）
①　年間60日以上農業に従事
②　国民年金の第１号被保険者（国民年金
　保険料納付免除者を除く）
③　加入時に20歳以上60歳未満

★農業者年金についてご不明な点やご相談
　などがありましたらお気軽にご相談くだ
　さい。


